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福島県白河市での適切な情報提供

放射線 塾

1．はじめに

　1 つの新薬開発には約 1,200 万ページの
正確な根拠情報が必要であり，その情報の
品質確保が必須です。筆者は製薬企業に勤
めており，約 30 年前からマサチューセッ
ツ工 科大学で研究されている情報品質

（information quality）にも取り組んできま
した。その経験から，35 万 t もの福島県
産米の全量全袋検査のデータや情報の正確
性に何か貢献できないかと，2012 年 3 月
に福島県の玄関口，白河市に初めて伺いま
した。そこで米に含まれる放射性物質の検査を
行う農業関係者の方に「ボランティアで来てく
れるのは有り難いが，自分たちに悪いことがあ
れば言ってください。今年は全量全袋検査に賭
けています」という言葉を投げ掛けられまし
た。複雑な状況下，悩みながらも先祖代々の米
作りに真摯に取り組む姿勢を目の当たりにし，
筆者は心を強く揺さぶられました。これが活動
の原点になっています。
　安全か安全でないかという前に，そもそも

“福島県産米の全量全袋検査の数値を信用で 
きますか？”と都内でアンケートを行いまし 
た（計 69 名）。その結果は 40％の方が“どちら
かというと信用できない”との回答でした 

（図 1）。そこで現地での全量全袋検査の品質管
理の仕方をチェックし，実際に米袋の測定の様

子を動画で撮影しました。
　ベルトコンベア式の放射性 Cs 濃度検査器の
測定は基準値である 100 Bq／kg を超える可能性
のある米袋をスクリーニングするのが目的であ
り，測定値の精度は高くないこと，親戚などが
生産した縁故米を含めると 100％完全に全量全
袋検査できていると実証するのは不可能である
ことという課題はありましたが，適切に管理さ
れていると判断しました。
　都内でこの品質管理の説明及び放射性物質検
査の動画視聴の後，アンケートを行いました

（計 20 名）が，依然として 42％の方が“どち
らかというと信用できない”との回答でした。
既に新聞，テレビ，インターネットなどで様々
な情報が溢れており，筆者らの説明を鵜呑みに
することはできなかったのでしょう。

図 1 都内及び白河市でのアンケート結果
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（図 3）。
　②見学会後の対話
　2013 年 12 月，同様に第 2 回目の見学会を開
催しましたが，見学会の後に場所を移して，寛
いだ雰囲気の和室で 4，5 名ずつ 3 グループに
分かれ“白河復幸”をテーマに，相手の発言を
否定しないよう注意しながらワールドカフェ形
式で対話を行いました。放射線に詳しい方，福
島県内外の色々な立場の皆さんから様々な話，
提案がありました。終了後もほとんどの皆さん
がその場で 1 時間ほど対話をされていました。
　③ボーム・ダイアログ
　2014 年 4 月，第 3 回目の見学会の後も同様
に和室で 4，5 名ずつ 2 グループに分かれて対
話を行いました。当日は小さな子供を持つ地元

2．米の検査見学会と対話

　説明や映像だけでは信用は上がらないことが
はっきりしました。そこで今後どのような活動
が良いのか，白河市内で農家，行政関係者，子
育て中の父親，子育て支援団体の関係者に意見
を伺いました。その結果，米の検査現場を見学
できる機会を提供し，判断は参加者一人一人に
任せるのが良いだろうという案に至りました。
　①米の全量全袋検査見学会
　2013 年 8 月，行政や農業関係者の協力の下，
初めて米の全量全袋検査のスクリーニング検査
の見学会を開催しました。実際に 30 kg の玄米
の袋をベルトコンベア式の検査器で測定し，自
動的に米袋にバーコード及び QR コードが貼付
される工程を見学しました。測定データは付属
のパソコンからその日のうちに無線 LAN で福
島県へ送付されます。QR コードを携帯電話で
読み取ればその場で測定結果が確認できます。
　この検査は基準値の 100 Bq／kg を超える可能
性のある米袋を振り分ける第 1 ステップのスク
リーニング検査であり，機器に応じた測定値の
ばらつきを考慮したスクリーニングレベル（50
〜80 Bq／kg）を超えた米袋のみ第 2 ステップの
Ge 半導体検出器にて詳細検査を行い，最終判
定となります。白河市では 2012 年産米 60 万袋
の検査において，定量下限値（25 Bq／kg）未満
のものが 99.92％であったこと，スクリーニン
グ検査を通らず詳細検査となったのは 4 袋のみ
で，100 Bq／kg 超えはなかったことなどの説明
をしました。参加者からは，バックグラウンド
の測定，塩化カリウム標準試料による機器の校
正，未検査米が存在する可能性など様々な質問
が相次ぎました。1 回目の見学会は予定を超過
し 1 時間以上に及びましたが，このような参加
者の疑問，質問に一つひとつ答えることによっ
て，参加者全員の理解が進んだと考えられます

（図 2）。
　見学会の前後のアンケートに答えていただい
た結果，ほとんどの方の信用が上がり，この見
学会が初めて成果の表れた活動となりました

図 2 見学会の様子（2013年 12月）

図 3 見学会参加者（合計 9名）のアンケート結果
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　専門家は，比較的若く自らも小さな子供を持
つ，福島県出身の環境庁除染情報プラザの佐瀬
卓也氏に依頼しました。佐瀬さんは，徳島大学
福島支援プロジェクトサブリーダーとして 3 年
間白河市で活動して，市内の幼稚園，小学・中
学校で放射線の講義経験も豊富な方です。
　たんぽぽサロンの代表，永野美代子氏と佐瀬
氏には事前に一度面会をしていただきました。
またお母さん方にはあらかじめ白河市での生活
で心配していること，疑問に思うことを調査
し，座談会当日の質問としました。このような
準備により信頼関係が築けたことが成功の要因
だったと思われます。
　2014 年 7 月，たんぽぽサロンに 9 名のお母
さん方が集まり，佐瀬氏を囲んで座談会を開く
ことができました。当日は，白河市行政及び環
境庁除染情報プラザからも 2 名ずつオブザーバ
ーとしての参加がありました（図 4）。
　佐瀬氏は事前に集めた質問に 1 つずつ回答
し，その場で疑問や質問があるお母さんは更な
る質問をしました。内容は環境，健康，食品な
ど様々でしたが，主に“子供たちが日頃遊ぶ環
境での過ごし方”“白河市内の山や川を含めた
環境での生活の仕方”“食料品の購入や食べ方”
の 3 つとなりました。
　座談会終了後は実際に外に出て，庭など周り
の環境の放射線量の測定を参加者たちと一緒に

のお母さん，農業関係者，食品関係者，放射線
の専門家（大学教授など）が参加されましたの
で，対話する上で安全な場を提供するため，

“相手の話を否定しないこと”“この場の個人的
な会話の内容は公言しないこと”というルール
をお願いしました。また，今回は互いに情報の
非対称性の大きい専門家と消費者が参加されま
したので，できるだけ平等な立場で対話できる
よう以下 2 点もお願いしました。
　1 つは，専門家の先生も含め参加者全員にチ
ューリップやテントウムシの形の幼稚園バッチ
に自分の呼び名を書いてもらいました。
　もう 1 つはアインシュタインの理論でさえも

“真実には限界がある”とする物理学者のデビ
ット・ボームの対話の原則を示しました。ボー
ムは，意図せず自身の理論が広島の原爆に利用
された経験などから，晩年思想家として，科学
的な思考であってもこれを脇に置き相手の話を
受容するという対話を提唱した学者です。
　しかし，ファシリテーターの力量不足もあ
り，少数派のお母さんは普段接することのない
人たちを前にして言葉を詰まらせる場面もあ
り，個人的な心情まで話すことはできなかった
のでないかと思います。幸い，参加者アンケー
トの結果からは対話により色々な参加者の声が
聴けたことを挙げる参加者が多く，大きな気付
きや学びがあるようでした。

3．お母さんを主役とした座談会

　米の検査見学会の後の対話には参加者自身の
気付きや学びにつながることが分かりました
が，消費者であるお母さんたちが子供を連れて
見学会に参加することは難しく，また専門家を
交えた対話ではお母さんが少数だと，どうして
も本心はしゃべりにくいようでした。そこで，
お母さんたちが大人数であり主役となれるよう
白河市内で「ひとりじゃないよ」と支え合って
きた親子の居場所“たんぽぽサロン”の場へ放
射線の専門家を招いて座談会を行うことを考え
ました。 図 4 座談会の様子（2014年 7月）
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（図 7）。相手へ正確に情報提供するだけでは不
十分なのです。
　座談会が一方的な情報提供や講義になること
なく，お母さんとその子供たちの生活に役立つ
ことが何よりも大切なことと考えています。

4．求められていること

　放射線の知識を持った専門家の存在は言うま
でもなく重要ですが，福島県内で不安を抱えた
方々の声に耳を傾ける親身な姿勢が大変重要で
す。決して安全キャンペーンになることなく，
地元の方々の生活に役立てる情報提供には対話
スキルが欠かせないと感じます。今，マルチプ
ロフェッショナルな人材が求められているので
ないでしょうか。

行いました。
　参加できなかったお母さんもいたの
で，同様に事前に質問を集め，2014
年 10 月に 2 回目の座談会を行いまし
た。この 2 回合わせた参加者へ“座談
会が生活に役立ちましたか？”とアン
ケートした結果，全員から“大変役に
立った”と 4 段階で最上位の回答を得
られました（図 5）。
　2 回目の座談会に参加したほとんど
のお母さんはその場では“普段の生活
であまり気にならない”と話されました。しか
し，以前のアンケート調査結果では約 70％の
お母さんが白河産米について“どちらかという
と気になる”と答えています（図 6）。原発事
故から 3 年半を経過している現在，人前では不
安な気持ちをなんとなく表に出しにくいのかも
しれません。
　佐瀬氏は専門的な知識を説明するというより
も，お母さん方の気持ちに寄り添いながら身近
な生活環境の中でどのように生活するのが好ま
しいか具体的な話を座談会でしました。
　情報品質は広義には“利用適合性（fitness for 
use）”と定義され，情報の受け手側が評価しま
す。また R.Y. Wang らはその評価には合計 15
項目もの多次元性があると提唱しています 1）

図 5 座談会参加者アンケート結果（合計 12名）
図 6  白河市のお母さんのアンケート結果

（合計 69名：2013年）

図 7 情報の品質の多次元性
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なデータ，情報があふれる中で，福島県，白河
市の米の検査見学会を通じ，そのデータ，情
報，事実を適切に共有し，地元市民，県外の市
民一人一人が考え，学ぶ機会を提供することに
よって，市民一人一人の生活に活かすことがで
きる地域社会の実現”を目的としています。今
後も行政，NPO など必要に応じて様々な団体と
協力し，社会に貢献していきたいと思います。
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（任意市民グループ　適切な
情報提供プロジェクト）　

　地元のお母さんたちを対象にした座談会とは
別に，主に県外の方々を対象にした白河市への
ツアーも行っています。米の全量全袋検査見学
会だけでなく，白河市のお母さん方など地元の
方の話に傾聴し，酒蔵での酒造り体験や利き酒
会なども織り交ぜ，楽しみながら事実を見て聞
いて体験し，参加者自身が判断するプログラム
です。白河市は，栃木県との県境に位置します
が，首都圏，関西地方，海外と遠く離れるほど
事実ではなく想像や印象で判断されているから
です。

5．おわりに

　筆者ら適切な情報提供プロジェクトは“膨大




